
  

葉色の低下は高温障害の危険信号！ 

平 成 ２ ８ 年 ７ 月 ２ ８ 日 
埼 玉 県 農 林 部 
Ｊ Ａ グ ル ー プ さ い た ま 

 ８月以降は高温の予報が発表されています。 
 出穂後20日間の平均気温が27℃を超えると、白未熟粒（乳白粒、背白粒、基部未熟粒）
の発生が増加します。高温障害軽減ため、以下の対策を必ず実施しましょう。 
 水不足が心配されますので、農業用水は有効に使いましょう。 
 

１ 適正な穂肥の実施 

 穂肥施用時の葉色を葉色板で「４」以上に保つことが最も重要です。 
 １回目の穂肥を施用した場合でも、出穂１０日前に葉色を確認し、葉色が「４」以下の場合には２
回目の穂肥を施用しましょう。（Ｎ成分で２kg/10a、基肥一発施肥の場合は１kg/10aを上限） 

  「彩のかがやき」の穂肥施用時期の目安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※出穂期は気象条件によって２日程度前後することがあります。 

  

作型 移植時期 
葉色確認・穂肥施用時期 

出穂予想時期 
１回目 ２回目 

早植え 
５月２０日 ７月２１日頃 ８月 ２日頃 ８月１２日～８月１４日 

５月２５日 ７月２３日頃 ８月 ４日頃 ８月１４日～８月１６日 

普通 

６月 １日 ７月２４日頃 ８月 ６日頃 ８月１６日～８月１８日 

６月 ５日 ７月２５日頃 ８月 ８日頃 ８月１８日～８月２０日 

６月１０日 ７月２６日頃 ８月１０日頃 ８月２０日～８月２１日 

６月１５日 ７月２８日頃 ８月１２日頃 ８月２２日～８月２３日 

６月２０日 ７月３０日頃 ８月１４日頃 ８月２４日～８月２５日 

こまめな水分補給と朝夕の涼しい時間での作業をこころがけ、熱中症を予防しましょう！ 

２ 水管理 
 出穂後７日以降は間断潅水とし、湛水と断水を３～４日ごとに切り替え、根を健全に保ちます。
土壌にひびが入るような強い断水は根にダメージを与えるので避けてください。 
早期落水は品質低下を招くので、出穂後３０日間は土壌水分を保ちましょう。 
収穫の１０～１４日前は、落水後も気温が高い場合や乾燥した風が吹く場合には、一時的に入水
をしてください。 

３ 適期収穫 
 気温の高い年は、栽培基準の積算気温より登熟が早く進行するので、帯緑色籾歩合を目安に２
～３日早刈りするように心掛けましょう。 


